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(1) 東京駅前地域における新たな将来の歩行者ネットワーク 東京駅前地域における新たな将来の歩行者ネットワーク

八重洲通りを新たに歩行者中心の道路とし、東京駅からつながる地上及び地下の主要な歩行者動線と
して位置づけます。従来の京橋駅～日本橋駅の「にぎわい骨格軸」と新しい歩行者中心の道路が東京駅前
地域の中心で交わることで、各駅からのにぎわいが繋がることを期待します。また、東京駅前地域の外周道
路に通過交通を受け持たせることで、地区全体が歩行者中心の空間となり、回遊性が向上することを期待
します。

(2) 八重洲通りを介した歩行者回遊の工夫
八重洲通りが「にぎわい骨格軸」として東京駅前地域への回遊を促すための工夫として、以下のような施
策案が挙げられます。

八重洲通りを拠点とした地区内回遊施策
●路線バス等の既存交通の乗降場の近くに、パーソナルモビリティ等のポートを集約することで、交通

モードの乗換を円滑化する。
●歩道を拡幅することで地上動線のサービスを向上させるとともに、広がった空間に利活用空間を設ける

ことでにぎわいの促進を図る。また、ほこみち等の制度を適用も検討する。

地上・地下のネットワークの強化施策
●八重洲地下街等からの地上出入口付近に、休憩のできる居心地の良い滞留空間や、回遊の一助となる

案内サイン等を設置する。
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本ビジョンの策定後の進め方及び各段階における検討課題についてまとめます。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

タ
ー
ゲ
ッ
ト
プ
ラ
ン
の
実
現

事業化の検討 整備計画の立案 設計～整備

機運醸成に向けた
取り組みの検討

社会実験等による
諸課題の検証 利活用・運用スキームの検討

ハ
ー
ド
施
策

ソ
フ
ト
施
策

+α
※第6章を参照

事業化の検討
●本ビジョンに基づき、関係機関と協議
を行いながら、可能な限り早期の実
現を目指していきます。

整備計画の立案
●八重洲通りや周辺道路における影響を把握するため、利用状況（通行、駐停車、
荷捌き、地下駐車場の利用状況等）に関して検討する必要があります。

●車線減少を行った場合の周辺街路への交通影響を検証するため、シミュレー
ション等を実施し、車線数の決定を行う必要があります。

●地域内外の交通ネットワークに応じ、八重洲通りでの走行を想定するモビリティ
の種類や、必要な交通施設を検討する必要があります。

●換気塔や地下構造物、モニュメント等の既存構造物の取り扱いや一体整備の可
能性について検討を行いながら、地元との議論や関係機関との協議を重ねな
がら整備計画を立案する必要があります。

設計～整備
●社会実験等による検証結果を踏まえ、地元住民や関係機関と議論し、
整備形態を決定する必要があります。

機運醸成に向けた取り組みの検討
●将来ビジョンの実現を見据えた短期的
な取り組みを検討し、地元や関係機関と
議論しながら地元や沿道事業者による
道路利活用やエリアマネジメントの機
運醸成を図ることが望ましいです。

●整備計画の立案、整備に向けた地域課
題の共有を行い、必要に応じて社会実
験等に向けた合意形成を図ります。

社会実験等による諸課題の検証
●必要に応じて、一時的な車線減少や交通規制による整備形を再現した社会実験
等を行うことで、交通量や渋滞の状況、周辺道路に与える影響等の整備計画の
根拠となる結果を収集し、検討課題を抽出します。

●自転車を含む通行を想定するモビリティの検討と、安全な通行方法の検討を行
う必要があります。

●交通影響だけでなく、利活用・運営上の課題についても整理を行い、関係者間
で共有を行います。

利活用・運用スキームの検討
●既存の地域団体との連携も見据えながら、整備後の維持管理体制の
検討を行う必要があります。

●ほこみち（歩行者利便増進道路）制度を含む道路利活用諸制度の導
入する可能性について検討を行う必要があります。
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ビジョンの深度化を見据えた将来方針
ビジョンの深度化にあたって、将来ビジョンに新たな将来方針を紐づけることで、時代の変化に対応したより発展的な道路空間再編を目指します。

世界随一の活気 を まちへ表出させ、人の流れを広げ、未来を切り開くみち

基本方針①： 東京の新しい顔としての象徴的な都市軸への転換 ※P17参照

基本方針②： 居心地よく使うことのできる
道路空間の実現 ※P17参照

将来方針： より柔軟に利活用可能な
自由度の高い道路空間の実現

基本方針①： 東京の新しい顔としての象徴的な都市軸への転換 基本方針②： 居心地よく使うことのできる道路空間の実現

①-1： 東京の新しい顔、八重洲を象徴する景観
①-2： 歩行者中心の空間整備による回遊拠点化

将来方針： より柔軟に利活用可能な自由度の高い道路空間の実現

さらなる歩行者空間の拡大と道路の面的利用の促進
● 自動車等の既存の交通に適切に対応しながら、時代に合わせた多様なモビリティと
歩行者が共存できる新しい道路空間の実現

● カーブサイドの活用を想定した柔軟な歩車道境界

②-1： 近世東京のスケール感に基づくヒューマンスケールな空間
②-2： 緑を豊かに感じられる空間の演出
②-3： 利活用を促進させるオープンスペース機能の配置

中央通り　四日市市 yousuke ohtake Købmagergade　コペンハーゲン
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ビジョナリーイメージにおける利活用のあり方
将来の八重洲通りで想定される日常・非日常の利活用のアイデアを以下にまとめます。

アクティビティイメージ（八重洲中央口前交差点～日本橋三丁目交差点）

芝生や緑化舗装の上に設置した可動式ベンチ
やハイカウンターでは、ビジネス客や地域の
ワーカーが昼食を摂ったり、リモートワークを
行ったりする様子が見られます。

丸の内仲通り　千代田区

緑豊かな低木地被・花はグリーンインフラとな
るだけでなく、ヒートアイランド現象を抑制し、
緑陰を感じながら居心地よく滞在できます。ま
た、植栽管理を通じて地域コミュニティの活
動が展開されます。

GREEN SPRINGS 　立川市

誰でも使え、五感を刺激するインクルーシブ
なベンチを配置することで、地域のこどもの
遊び場となり、こどもを通じた様々な交流が
生まれます。

グランモール公園　横浜市

広々とした芝生空間によって、利用者属性や
利用人数に関わらず、昼寝やキャンプなど多
様なアクティビティが展開されます。

虎ノ門ヒルズ　港区

ステップ広場

プラットフォーム

キッチンカー

モビリティポート

モビリティポート

モビリティポート

芝生広場

ステージ

モビリティポート

地下駐車場出入口

路線バス乗降場

地下駐車場出入口換気施設の外壁を美化

展示壁／スクリーン＋軽量屋根

新型モビリティが
停車可能な広場

展示施設＋軽量屋根

テーブルセット・ベンチゾーン

東京駅

遊びや休憩利用を想定した舟形デッキ

柔軟な利活用が可能な芝生広場
舟をモチーフとした
ベンチや植栽の配置

橋をモチーフとした軽量屋根

※プランは整備構想における整備イメージであり、車線数や幅員等は今後関係機関との調整が必要です。
※今後の検討の深度化の中で、バリアフリーに配慮した連続的な誘導ブロックの設置を検討します。
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ビジョナリーイメージにおける利活用のあり方
将来の八重洲通りで想定される日常・非日常の利活用のアイデアを以下にまとめます。

アクティビティイメージ（日本橋三丁目交差点～京橋一丁目交差点）

美術館前に設置された大型デッキの中央に
は、通りを訪れる人々を楽しませる現代的な
庭園やアートインスタレーション等が設置さ
れ、美術館のショーケースと連動した展示が
行われます。

東遊園地公園　神戸市（写真に一部加筆）

ストリートテラス（デッキ舗装＋ウッドベンチ）
には、近隣の商業店舗の飲食物等を楽しめる
仮設テーブルセットが出され、人々がくつろぐ
様子が見られます。

御堂筋チャレンジ2022　大阪市

小さな地形変化によってインクルーシブな空
間を創出することで、通行人の興味を引き、
立ち寄った人は思い思いの場所で多様な自然
を感じることができます。

豊洲BAYSIDE CROSS　江東区

周囲と異なる舗装の広大な広場には、デッキ
ステージが併設され、地域住民や周辺事業者
等によって様々なイベントが開催されます。
（交通規制時を想定）

東京ミッドタウン日比谷　千代田区 撮影：今田幸太郎

ギャラリースペース

モビリティポート

利活用可能なデッキ

利活用可能なデッキ 眺望台

階段広場

水景施設

モビリティポート

芝生テラス

イベント広場

地下駐車場出入口 地下駐車場出入口
一段上がった
芝生テラス

コミュニティバス
乗降場

プレイグラウンド＋
休憩場所

キオスク
路線バス乗降場

アートを身近に感じられるギャラリースペース

利活用可能な階段広場

※プランは整備構想における整備イメージであり、車線数や幅員等は今後関係機関との調整が必要です。
※今後の検討の深度化の中で、バリアフリーに配慮した連続的な誘導ブロックの設置を検討します。
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ビジョナリーイメージにおけるアクティビティシーン
さらなる歩行者空間の拡大により利活用の幅が広がり、みち全体が広場空間のようになることで、さまざまなアクティビティが共存するシーンが実現されます。

ビジョナリーイメージの日常シーン

ビジョナリーイメージの非日常シーン

植栽に囲まれたベンチやテラス席で、地域住民
やオフィスワーカー、観光客など、思い思いに
くつろぐ様子

官民連携により、店舗の出店やアートの設置、
道路空間をフル活用したイベントの開催などが
行われる様子
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